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Ⅰ. 2019年度 第3四半期決算



１－１．連結業績概要

 売上高（営業収益）は，電力小売全面自由化に伴う競争進展による販売電力

量の減少により，電気料金収入が減少したことなどから，9,993億円と前年同

期に比べ80億円の減収となりました。

 営業費用は，販売電力量の減少や燃料価格の低下などによる原料費の減少

に加え，経営全般にわたる効率化に努めたことなどから，9,592億円と前年同

期に比べ386億円の減少となりました。

 この結果，営業利益は401億円となり，前年同期に比べ306億円の増益となり

ました。

 支払利息などの営業外損益を加えた経常利益は343億円となり，前年同期に

比べ325億円の増益となりました。

 渇水準備引当金を取崩し，経済産業省令の改正に伴い原子力発電工事償却

準備引当金の全額を取崩した結果，法人税などを控除した親会社株主に帰

属する四半期純利益では874億円となり，前年同期に比べ844億円の増益とな

りました。
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注：経常利益および親会社株主に帰属する四半期純利益の増減率について，増減率が1,000%以上となるため「－」と記載
しています。

１－２．業績概要 【連結・個別】

（単位：億円，未満切捨）

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A‐B）

増減率
（A/B‐1）

売 上 高 9,993 10,073 ▲80 ▲0.8%

営 業 利 益 401 94 306 324.0%

経 常 利 益 343 18 325 －
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益 874 30 844 －

（１） 連結

２２

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A‐B）

増減率
（A/B‐1）

売 上 高 9,235 9,382 ▲147 ▲1.6%

営 業 利 益 353 54 298 545.3%

経 常 利 益 338 21 317 －

四 半 期 純 利 益 883 50 833 －

（２） 個別 （単位：億円，未満切捨）

注：経常利益および四半期純利益の増減率について，増減率が1,000%以上となるため「－」と記載しています。



２．販売電力量 ３３

（単位：億kWh）

注：四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A‐B）

増減率
（A/B‐1）

融 通 ・ 他 社 販 売 電 力 量 63.0 62.1 0.9 1.5%

（参 考） （単位：億kWh）

注：融通・他社販売電力量は，発受電電力量における融通・他社送電電力量を記載しています。

 販売電力量は 367.3億kWhと，電力小売全面自由化に伴う競争進展の影響などから，前年
同期に比べ 5.3％の減少となりました。

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A‐B）

増減率
（A/B‐1）

販 売 電 力 量 計 367.3 388.1 ▲20.7 ▲5.3%

電 灯 114.6 119.5 ▲4.9 ▲4.1%

電 力 252.7 268.5 ▲15.8 ▲5.9%



３．発受電電力量 ４４

注：島根原子力発電所2号機は2012年1月から運転を停止しています。
融通・他社は，期末時点で把握している電力量を記載しています。
四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

 発受電電力量は，前年同期に比べ 5.1％の減少となりました。

 自社の水力発電は，前年同期に比べ出水減により減少しました。

 自社の火力発電は，販売電力量の減による稼働減などにより減少しました。

（単位：億kWh）

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A‐B）

増減率
（A/B‐1）

発 受 電 電 力 量 計 403.2 424.9 ▲21.7 ▲5.1%
自 社 245.8 255.9 ▲10.1 ▲3.9%

（出水率） （79.1%） （99.2%） （▲20.1%）
水 力 20.8 25.1 ▲4.3 ▲17.1%
火 力 224.9 230.7 ▲5.8 ▲2.5%

（設備利用率） （ － ） （ － ） （ － ）
原 子 力 － － － －
新エネルギー等 0.1 0.1 ▲0.0 ▲3.0%

融 通 ・ 他 社 163.7 175.2 ▲11.5 ▲6.6%
受 電 226.7 237.2 ▲10.6 ▲4.5%
送 電 ▲63.0 ▲62.1 ▲0.9 1.5%

揚 水 動 力 ▲6.3 ▲6.1 ▲0.1 1.9%



４．収支概要 【連結】 （１）収益

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

〔増減率〕
増 減
（A-B）

主な増減理由

経 常 収 益 10,070 10,150 ▲80

売 上 高 （ 営 業 収 益 ）
9,993 10,073 ▲80

(9,235) （9,382） (▲147)

〔▲1.4%〕

電 気 事 業 営 業 収 益 9,012 9,144 ▲131

〔▲4.9%〕 販売電力量の減 ▲329
再エネ賦課金の減 ▲31
燃料費調整額 ＋55電 気 料 金 収 入 6,738 7,089 ▲350

〔10.7%〕
再エネ交付金の増 ＋219

そ の 他 2,274 2,055 219

そ の 他 事 業 営 業 収 益 1,906 1,853 52

連 結 処 理 ▲925 ▲924 ▲1

営 業 外 収 益 77 77 0

（単位：億円，未満切捨）

５５

注： （ ）内は，個別の数値を記載しています。電気事業営業収益は個別の数値。



４．収支概要 【連結】 （２）費用 ６６

（単位：億円，未満切捨）

注： （ ）内は，個別の数値を記載しています。電気事業営業費用は個別の数値。
「原子力バックエンド費用」は使用済燃料再処理等拠出金費，特定放射性廃棄物処分費，原子力発電施設解体費の総額を記載
しています。

※ 中国電力の影響額を記載しています。なお，連結処理後の影響額は▲158億円となります。

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

〔増減率〕
増 減
（A-B）

主な増減理由

経 常 費 用 9,726 10,132 ▲405

〔▲3.9%〕

営 業 費 用 9,592 9,978 ▲386

〔▲4.7%〕

電 気 事 業 営 業 費 用 8,665 9,095 ▲429
人 件 費 712 713 ▲ 0
原 料 費 4,616 4,816 ▲199 販売電力量の減 ▲223

CIF安 ▲247
為替レートの円高 ▲32
出水減 ＋60
再エネ買取費用の増 ＋281

燃 料 費 1,444 1,689 ▲245

地帯間・他社購入
電 力 料 3,172 3,126 45

修 繕 費 612 560 52
減 価 償 却 費 508 683 ▲174 減価償却方法の変更による減※ ▲162

原子力ﾊﾞｯｸｴﾝﾄﾞ費用 44 43 1
そ の 他 2,171 2,279 ▲107 再エネ納付金の減 ▲31

その他事業営業費用 1,843 1,802 40
連 結 処 理 ▲917 ▲918 1

営 業 外 費 用
134 153 ▲18

(127) (140) (▲12)



2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A-B）

主な増減理由

営 業 利 益
401 94 306

(353) (54) (298)

経 常 利 益
343 18 325

(338) (21) (317)

渇 水 準 備 金 ▲3 ▲1 ▲2

原 子 力 発 電 工 事
償 却 準 備 金

▲862 11 ▲874 省令改正に伴う全額取崩し

特 別 利 益 - 104 ▲104 (前年度) 有価証券売却益

特 別 損 失 - 63 ▲63 (前年度) 災害特別損失等 ▲41
(前年度) 事業撤退損 ▲21

法 人 税 ほ か 335 18 316

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益

874 30 844

(883) (50) (833)

４．収支概要 【連結】 （３）利益等 ７７

（単位：億円，未満切捨）

注： （ ）内は，個別の営業利益，経常利益，四半期純利益の数値を記載しています。



５．経常利益の変動要因【連結】

経 常 利 益 325 億 円 の 増 益

(億円)

2019年度
第3四半期

８８

2018年度
第3四半期

▲150

▲100

▲50

0
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343

販売電力量の減

▲106

＋334

燃調制度による
期ずれ影響

出水減

＋157

18

▲60

その他

※ 連結経常利益への影響額を記載しています。

減価償却方法の変更※

＋158



６．セグメント情報（１／２）

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A-B）

売 上 高 617 540 76

営 業 費 用 597 527 69

営 業 利 益 19 12 7

（２） 総合エネルギー供給事業

９９

 売上高(営業収益)は，連結子会社における電力販売の収入が増加したことなどから，
617億円と前年同期に比べ76億円の増収となりました。

 営業費用は，燃料価格低下などによる燃料販売事業費用の減少があったものの，連結
子会社における電力販売の費用が増加したことなどから，597億円と前年同期に比べ69
億円の増加となりました。

 この結果，営業利益は19億円と前年同期に比べ7億円の増益となりました。

（１） 電気事業

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A-B）

売 上 高 9,012 9,144 ▲131

営 業 費 用 8,666 9,097 ▲431

営 業 利 益 346 46 299

 Ｐ．１ 「１－１．連結業績概要」 をご参照ください。

（単位：億円，未満切捨）

（単位：億円，未満切捨）



６．セグメント情報（２／２）

（単位：億円，未満切捨）

（３） 情報通信事業

10  10  

2019年度
第3四半期

（A）

2018年度
第3四半期

（B）

増 減
（A-B）

売 上 高 303 300 2

営 業 費 用 280 283 ▲3

営 業 利 益 22 16 6

 売上高(営業収益)は，回線数増加などにより，電気通信関係事業収入が増加したこと
などから，303億円と前年同期に比べ2億円の増収となりました。

 営業費用は， 電気通信関係事業費用が減少したことなどから，280億円と前年同期に
比べ3億円の減少となりました。

 この結果，営業利益は22億円と前年同期に比べ6億円の増益となりました。



Ⅱ. 2019年度 業績予想・配当方針



１．連結業績予想 11 11 

 前回予想に比べ，売上高（営業収益）については，販売電力量の増による電気料

金収入の増加などから増収を見込んでいます。

 利益については，売上高の増収および経営全般にわたる効率化に努めたこと等に

よる中国電力個別の増益はあるものの，グループ会社の収支悪化などから，前回

発表予想並みと見込んでいます。



２．業績予想の概要【連結・個別】 12 12 

2019年度
今回予想

（A）

2019年度
前回予想

[2019年10月]

（B）

増 減
（A‐B）

【参考】
2018年度

実績

売 上 高 13,600 13,530 70 13,769

営 業 利 益 420 420 － 195

経 常 利 益 360 360 － 126
親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 890 890 － 114

（単位：億円）（１）連結

（単位：億円）（２） 個別

2019年度
今回予想

（A）

2019年度
前回予想

[2019年10月]

（B）

増 減
（A‐B）

【参考】
2018年度

実績

売 上 高 12,570 12,500 70 12,805

営 業 利 益 380 360 20 112

経 常 利 益 330 300 30 69

当 期 純 利 益 870 850 20 85



３．前提となる主要諸元（個別） 13 13 

2019年度
今回予想

（A）

2019年度
前回予想

[2019年10月]

（B）

増 減
（A‐B）

【参考】
2018年度

実績

販売電力量（億kWh） 509 506 3 529.4

為替レート（ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ） （円／＄） 109 109 － 111

全日本原油ＣＩＦ価格（＄／b） 67 67 － 72.1

原子力設備利用率（％） － － － －

2019年度
今回予想

【参考】
2018年度

実績

為替レート （１円／＄） 22 27

全日本原油ＣＩＦ価格（１＄／ｂ） 19 21

出水率 （１％） 4 4

原子力設備利用率 （１％） 6 6

■ 諸元変動による原料費への影響額 （単位：億円）



４．配当方針 1414

 当社は，株主の皆さまに対する利益配分にあたっては，安定配当の継続を

基本とし，単年度の業績だけでなく，中長期的な観点から総合的に勘案して，

1株につき50円の配当を実施してまいりました。

 剰余金の配当については，定款の定めに基づく取締役会決議による中間配当

及び株主総会決議による期末配当の年2 回を基本としています。

 2019年度の期末配当については，１株につき25円とする予定としており，2019年10

月に公表している配当予想から修正はありません。

2019年度 2018年度

中間 25 円 25 円

期末 25 円
（予想）

25 円

計 50 円
（予想）

50 円

＜ 配当の状況 ＞ （単位：円/株）



（参考）2019年度 第3四半期決算 主要ポイント



１．損益計算書関係・貸借対照表関係 15 15 

2019年度 第3四半期 2018年度 第3四半期

連 結 個 別 連 結 個 別

損
益
計
算
書
関
係

決 算 概 要
3年ぶり

減収（▲ 80億円）
増益（＋325億円）

3年ぶり
減収（▲147億円）
増益（＋317億円）

2年連続
増収（＋531億円）
減益（▲179億円）

2年連続
増収（＋465億円）
減益（▲141億円）

売 上 高
9,993億円
（第2位）

9,235億円
（第2位）

1兆73億円
（第1位）

9,382億円
（第1位）

営 業 利 益
401億円
（第10位）

353億円
（第8位）

94億円
（第13位）

54億円
（第13位）

経 常 利 益
343億円
（第7位）

338億円
（第7位）

18億円
（第13位）

21億円
（第13位）

親会社株主に帰属する

四半期純利益/
四 半 期 純 利 益

874億円
（第1位）

883億円
（第1位）

30億円
（第11位）

50億円
（第11位）

2019年度 第3四半期 2018年度

連 結 個 別 連 結 個 別

貸
借
対
照
表
関
係

総 資 産 3兆4,173億円 3兆2,366億円 3兆2,616億円 3兆851億円

純 資 産 6,253億円 4,742億円 5,586億円 4,037億円

自己資本比率 18.2％ 14.7％ 17.0％ 13.1％

有利子負債残高 2兆3,687億円 2兆3,752億円 2兆1,969億円 2兆2,002億円

注：決算概要における増益・減益は経常利益ベース
四半期決算は実施以来（2003年度から）の順位
順位は各決算時点での過去の金額との単純比較



２．主要諸元（個別） 16 16 

2019年度 第3四半期 2018年度 第3四半期

為替レート

（インターバンク）
109円／＄ 111円／＄

原油ＣＩＦ価格

（全日本）
67.8＄／ｂ 75.0＄／ｂ

海外炭ＣＩＦ価格

（全日本）
104.9＄／ｔ 121.1＄／ｔ

原子力設備利用率 ― ―

注：2019年度 第3四半期の原油及び海外炭ＣＩＦ価格は速報値

■ 主要諸元


